
Copy right © 電験どうでしょう 1

電験オンライン塾

電験どうでしょう管理人

KWG presents

2021.06.26 Sat

電験学習者のための

第２回 電磁気学
~電位と仕事、導体~
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仕事とは
力𝐹が加わっている物体を力の反対方向に𝑥 m動かしたとき
物体に対して𝑊 = 𝐹 ⋅ Δ𝑥 [J]の仕事をしたという。

またこのとき、物体はエネルギー𝑊 = 𝐹 ⋅ Δ𝑥 [J]を受け取った
ともいう。

身の回りの“仕事”を考えてみよう。

a)物体を持ち上げる
b)ばねを引っ張る
c)25m泳ぐ
d)ガス欠の車を押して移動する
e)氷の上でソリを引く

f)ボールをキャッチする
g)ボールを投げて屋根に乗せる
h)ホームランを打つ
i)落ちた小鳥を巣に戻す
j)助けた亀を海に返す
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電界と電位
電荷間で働く力 𝐹 =

𝑄1𝑄2

4𝜋𝜀𝑟2

電界 𝐸 =
𝑄1

4𝜋𝜀𝑟2
, 𝐹 =

𝑄1𝑄2

4𝜋𝜀𝑟2
= 𝑄2𝐸 𝐸 [V/m ]

電荷とその周りの誘電体が作る雰囲気→電界

電位 𝑊 = 𝐹 ⋅ Δ𝑥 → 𝑊 = 𝑄2 𝐸 ⋅ Δ𝑥
𝑉 = 𝐸 ⋅ Δ𝑥

＋
𝑄2 = 1C

𝐹
＋

𝐹

Δ𝑥
1𝐶の電荷を移動させるとき
に発生する仕事
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電位を表す式
電位 𝑊 = 𝐹 ⋅ Δ𝑥 → 𝑊 = 𝑄2 𝐸 ⋅ Δ𝑥

𝑉 = 𝐸 ⋅ Δ𝑥

＋
𝑄2 = 1C

𝐹
＋

𝐹

Δ𝑥 1𝐶の電荷を移動させるときに発生する仕事

𝑥

𝐸

𝐸 =
𝑄1

4𝜋𝜀𝑥2

𝑥1

𝑉 = 𝐸 𝑥 ⋅ Δ𝑥

𝑥2

𝑉 =
𝑄1
4𝜋𝜀

1

𝑥1
−
1

𝑥2

𝑉 =
𝑄1

4𝜋𝜀𝑥1

∞

電位とは、電荷𝑄1が位置𝑥1で有する

位置エネルギー
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電位を表す式（平板電極）
電位 𝑊 = 𝐹 ⋅ Δ𝑥 → 𝑊 = 𝑄2 𝐸 ⋅ Δ𝑥

𝑉 = 𝐸 ⋅ Δ𝑥
1𝐶の電荷を移動させるときに発生する仕事

𝑉 = 𝐸 𝑥 ⋅ Δ𝑥

𝑉 = 𝐸𝑥

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

＋

-

-

-

-

-

-

-

-

-

電気力線

𝑥

電気力線の向きと密度が
どこも同じ→電界の強さは一様

𝑉

外部から仕事𝑉を平板電極に与える
ことで、平板電極に電荷を集め、
電極内部に電界𝐸を発生させること
ができる。
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R02 問1
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R02 問1



Copy right © 電験どうでしょう 8

R01 問1
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R01 問1
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導体と電界

＋
𝑄1

𝐸
＋

＋

＋

＋

＋

＋
-

-

-

-

-

-

-

-

電荷𝑄1を導体に近づけると、

導体

＋

＋

＋

＋

＋

＋
-

-

-

-
-

-

-

-

導体

＋
𝑄1

電気力線は電界に垂直に交わる
𝐸 = 0 導体内部の電界は0となる

電荷の偏りができる（静電誘導）
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導体付近の電気力線

導体+𝑄

導体

+𝑄

導体

＋

＋
＋
＋
＋
＋
＋
＋

+𝑄

導体
𝐸 = 0

静電遮蔽
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ご聴講ありがとう
ございました！！


